
法大生のみなさん！ 今週末の６月１日（金）、今年

度第二弾となる法大包囲デモが行われます！

４月１９日に開催された第一波法大包囲デモは、法大

の新入生や全国の学生、さらには福島のお母さんたちの

参加もあって、画期的な大成功となりました。〈３・１

１〉後の新しい世代が立ち上がり始めたことに恐怖を覚

えた警視庁公安部は、デモ参加者の学友Ａ君を「公務執

行妨害」のでっち上げで不当逮捕しましたが、全国の学

生や労働者の救援活動で無罪釈放をかちとりました！

こんな弾圧で僕らを黙らせることはできない！ 学生

には社会を変える力がある！ ますますボルテージをあ

げて、第二波法大包囲デモをともに打ち抜きましょう！

６・１デモは、野田政権の狙う大飯原発３・４号機再

稼働を阻止し、反原発の声を全社会に轟かせる闘いです。

５月５日をもって日本の全原発が停止しました。しか

し、政府と電力会社は、大飯原発の再稼働を突破口に巻

き返しを狙っています。本当の勝負はこれからです。

福島第一原発は現在もなお危険な状態にあり、収束作

業の現場は過酷を極めています。そこでは下請け・孫請

けで雇われた非正規雇用の労働者が、まともな被曝対策

もされずに、殺人的な高線量下で被曝労働を強いられて

います。このままでは、夏までに作業員が足りなくなる

とも危惧されているのに、こんな状況下で原発再稼働な

ど言語道断です！ そもそも、事故を引き起こした原子

力ムラの連中が、何一つ責任もとらずに再稼働を「決定」

するなどということが、どうして許せるでしょうか！

「福島事故は、単に原発が物理的に老朽化していただ

けでなく、経済的、社会的、政治的、人間の内面まで社

会を荒廃させたその臨界点で必然的に起きた」（若狭湾

で反原発を闘ってきた妙通寺住職・中嶌哲演さん）。
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この期に及んでの原発再稼働は、この腐敗しきった社

会を今後も継続しようということです。絶対に許せませ

ん！ 原発再稼働を阻止し、労働者に被曝を強制する原

発社会そのものを根本から変えるために、私たち学生こ

そが先頭に立って声をあげましょう！

６・１デモは、闘う法大生への処分撤回を訴え、自主

法政祭への規制強化を打ち破るための闘いです。

５月２５日、学祭についての「意見交換会」の場にお

いて、学祭規制反対の意見をもつサークル員が、当局と

学祭実によって暴力的に排除されるという驚くべき事態

が起こりました。こんなやり方は前代未聞です！

今回のことも含め、ここ数年強められてきた学祭規制

は、大学による学生支配・管理強化の一環であり、法大

生が声を上げることそのものを封じ込めるのが狙いです。

こんなことは、学生の誇りにかけて許せません！自主的

かつ自由な学祭を取り戻し、キャンパスを法大生の手に

奪還するために、６・１デモでともに声を上げましょう！

６・１デモは、法大と全国の大学で学生自治会を甦ら

せるための闘いです。この壮大な挑戦が、今実際に始まっ

ています。現在、京都大学において全学自治会（同学会）

の執行部選挙が行われており、ここに全学連の冨山小太

郎君らが「原発反対！大学を学生の手に取り戻せ！」を

掲げて立候補し、キャンパスを揺るがす大選挙戦を展開

しています。何より冨山君たちは、文化連盟とともに法

大闘争を闘ってきた仲間です。そして、京大で闘う自治

会を甦らせる挑戦は、必ずや全国大学で学生自治会を復

権する突破口となります。この闘いと連帯して、６・１

法大デモを打ち抜きましょう！

最後に、６月１０日に文京シビックホールで開催され

る「６・１０国鉄闘争全国集会」への参加を心から呼び

かけます。ここに、新自由主義と対決する労働組合、福

島の闘う人々、そして京大で自治会選挙（６月８日開票）

を終えた仲間をはじめとして全国の学生も大挙結集しま

す。６・１デモの熱気そのままに、６・１０全国集会に

結集し、全国の労働者・学生とアツくつながりましょう！

【要項】 ６月10日(日) ＠文京シビックホール 午後１時～(開場12時半)
【呼びかけ】国鉄分割･民営化に反対し、1047名解雇撤回闘争を支援する全国運動

６月６日（水）日比谷野外音楽堂

18：00～オープニングコンサート

18：30～集会開会

19：30～デモ出発

（日比谷野音～東電本社～銀座～鍛冶橋）

【主催】さよなら原発1000万署名市民の会

【判決公判】
５月31日（木）12時半集合
東京地方裁判所（正面入口横の傍聴券配布所集合）

【報告集会】
５月31日（木）18時～
弁護士会館１０階１００３Ａ

５月22日、北九
州市で放射能汚染が
れき試験焼却が行わ
れようとしたことに、
住民の怒りが爆発し
た。当日午前９時、
汚染ガレキを載せた
６台のトラックが工
場前に到着すると、
住民側はトラックの
列の間に車を突入させ、トラックを完全にストップさた。

市当局は警官隊を導入し、青年二人を不当逮捕したが、住
民側の実力阻止行動は丸一日にわたって果敢に闘われ、その
様子が全国に発信されて広範な感動を呼んだ。警察の力を借
りないと試験焼却もできない、そんなものを持ち込むこと自
体の不正義性が満天下に暴きだされた。６月市議会での本焼
却受け入れ阻止に向け、闘いの意気はますますあがっている。




